
平
成
二
十
年
十
二
月
十
九
日
受
領

答

弁

第

三

三

九

号

内
閣
衆
質
一
七
〇
第
三
三
九
号

平
成
二
十
年
十
二
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
年
金
記
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ざ
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へ
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社
保
庁
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関
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調
べ
て
い
た
厚
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大
臣
直
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会
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に
対
し
、
別
紙
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弁
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を
送
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す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
年
金
記
録
改
ざ
ん
へ
の
社
保
庁
職
員
の
関
与
を
調
べ
て
い
た
厚
労
大
臣
直
属
の
調
査
委

員
会
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
本
年
七
月
以
降
の
人
数
、
金
額
等
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
精
査
中
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
公
表
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

年
金
記
録
の
訂
正
が
必
要
と
な
る
理
由
は
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
ご
と
に
区
分
し
て
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
の
受

付
件
数
を
把
握
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
三
百
五
十
九
万
件
は
、
山
井
和
則
衆
議
院
議
員
が
平
成
二
十
年
十
二
月
十
一
日
の
「
民
主
党
厚
生
労
働

部
門
・
総
務
部
門
合
同
会
議
」
に
提
出
し
た
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
数
字
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

当
該
数
字
に
つ
い
て
は
、
二
十
二
万
件
の
重
複
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

三
に
つ
い
て

社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
は
、
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
対
し
て
年
金
記
録
の
訂
正
が
必
要
で
あ
る
と
の
回
答
が
あ
っ

一



た
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
裁
定
変
更
処
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合

に
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
裁
定
変
更
処
理
を
行
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
記
録
訂
正
を
行
っ
た
上
で
同
セ
ン

タ
ー
に
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
記
録
訂
正
が
必
要
で
あ
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
事
例
す
べ
て
に
つ
い
て
同
セ
ン
タ
ー

に
送
付
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

四
に
つ
い
て

社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
年
金
記
録
の
内
容
を
調
査
中
で
あ
る
も
の
や
、
裁
定
変
更
処
理
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

記
録
訂
正
を
行
っ
た
事
例
（
以
下
「
記
録
訂
正
事
例
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
い
ま
だ
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
送
付

さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
件
数
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い

な
い
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
件
数
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
把
握
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
記
録
訂
正
事
例
の
処
理
状
況
に
つ
い
て
調
査
す

る
予
定
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

二



お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
十
二
月
九
日
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
三
〇
〇
号
）
一
か
ら
三
ま
で
に
つ

い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

三


